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第 1回研究会 2016年 3月 1日

古典の知識普及のための実践例

入口 敦志（国文学研究資料館・准教授）

注：職名は報告当時。現職は教授。

はじめに

よろしくお願いいたします。先ほど久保木さんがいろいろ興味深いお話しをされまし

たが、共有している問題意識が全く同じであるということがよく分かりました。こうい

うことを普及していかないとこの世界は先細るだろうということ。それと読むだけでは

なくて、日本にはたくさんの古典籍が残っているわけですね。その古典籍を活用しない

のは惜しいというようなところから、私もこのような普及活動が必要だろうと思っていま

す。

昨年末 12月 11日、文部科学省の古い建物を残しているその一角に情報広場という公開
スペースがありまして、そこでミニ講義をいたしました。その写真も後でお見せしますが、

その情報広場を使って、新宿区立愛日小学校の生徒と先生 44 人にお集まりいただき、45
分ほどの講義をしました。前後合わせて 1 時間くらいのイベントです。その実践報告です
ので、具体的なこういうふうにしたらいいとか、そういう理念的なものではありません。

そんなことをやったのかという程度にお聞きいただければと思っています。

複製本の活用

先ほど久保木さんのお話をうかがって、物を見せるにはたくさんの物がいるということ

がよく分かりました。私はミニマムです。最小限これだけあれば、本のことは大体わかっ

てもらえるかなと考えています。大学でも講義いたしますが、そこではこのくらいでは済

ませられません。1 年間かかりますから。しかし、1 回 1 時間ほどの短い時間なら、これ
くらいでいいかなと思っています。この時のリストは次のとおりです。

【リスト】

・『王杖十簡』 木簡

・『関白内大臣家歌合』 巻子

・『源氏物語』 列帖装

・光悦謡本『実盛』 列帖装

・西村本『おくのほそ道』袋綴

・『解体新書』 袋綴

・『金々先生栄花夢』 袋綴
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久保木さんと一番大きな違いは全部レプリカだということです。私、和本というもの

をほとんど持っておりませんので、全部をレプリカで済ませようと。その代わり、自由に

触ってもらえるというメリットがあります。どんなものでも、破れてもいいや、また買い

直せばいいやぐらいのつもりでいます。これが木簡のレプリカですね。それから次が、こ

れはお持ちの方多いんじゃないかと思いますが、複製の『関白内大臣家歌合』の巻子本で

す。それから次が鎌倉時代書写の列帖装の『源氏物語』の複製本。次が光悦謡本『実
れつじようそう

盛』の複製。この複製は値段の割には質感がよくできていると思います。それからこれが

『おくのほそ道』の素龍清書本。以前自筆本が話題になりましたが、それも複製が出され

ています。その自筆本の複製は限定でしかも高かったものですから私は買えませんでした。

こちらのほうは西村本とも呼ばれる芭蕉の最終稿だといわれているものの複製です。それ

と最強の『解体新書』。やはり、久保木さんおっしゃるとおりで、『解体新書』というのは、

子どもだけではありませんで、大人にもうけるというか、よく名前が知られていますし、

これは必須じゃないかと思っているものです。それから漫画本のようなものとして、黄表

紙の『金々先生栄花夢』ですね。このようなものを当日並べて、それを目の前にして、今
きんきんせんせいえいがのゆめ

からお話しするようなことを、小学生の皆さんに向けて話したということです。

私の方針

私の場合は、方針を自分の中で二つほど決めています。それは何かというと、思い切

って単純化しようということなのですね。そうでないと理解してもらえないだろうと。

文学ですので、本当はこれを一つずつ読んでいくというのが本来の姿なのですが、そん

なことを 45 分間で、しかも、小学生相手にはむずかしいでしょうから。大人相手でも無
理でしょう。そこで、思い切って単純化して、このポイントだけ外さなければおよそのこ

とはわかるということをお伝えする。それからもう一つは、これはそれと矛盾するような

感じかもしれませんが、手加減しないということなのですね。手加減しないというのはち

ょっと説明しにくいのですが、小学生に翻刻なんかを読ませてもしょうがないので、くず

し字ならくずし字を見てもらおうというようなかたちでやりたい。それの実践例が今日お
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話しするものです。

古典の世界への導入

表題は「ようこそ！古典の世界へ」です。国文学研究資料館ではギャラリートークなど

もたくさんするのですが、そのときにも、こういうものを印刷して皆さんにお配りしてい

ます。

スライド１【十二支の意味】

これは大人でも子どもでも、だいたい同じです。今われわれが生きている世界ってある

意味理屈で割り切っていて、意味的世界が非常に希薄になっている。1 月 1 日はただの 1
月 1 日であって、正月の色が薄れてきています。しかし、昔の人にとって時間とか空間に
は非常に濃密に意味があったというのを説明するためには、この十干十二支を使うのが一

番いいだろうと思っているのです。子丑寅卯……なんていうのは、もう小学生でもみんな

言うことができますから、それをぐるっと丸く並べる。これでまず年が表現されている。

それから月日ですね。時刻も子の刻とか全部言える。さらに方角もこれで全部表すわけで

す。ですから、古典のある種の基礎知識がここにありますから、まずこれを見てもらって

これがそういう使われ方をする。つまり、子というのは午前零時でもありますし、北の方

角も指すんだというのは、このように並べれば誰でも直感的に分かってもらえるわけです

ね。

そこで導入として、必ず話すことがあります。まず丑寅（艮）というのがあります。方
うしとら

角でいうと北東です。その丑寅というのは鬼門だというわけです。古来日本ではその丑寅

つまり北東方向から鬼というものがやってきて悪いことをするのだというわけです。では、
おに

鬼ってどんなものと小学生に聞きますと、角があって虎皮のパンツをはいているというよ

うなことを答えてくれます。その鬼というのはつまり、この丑寅の視覚化だろうと説明す

るわけです。鬼門は丑寅ですから、その丑寅の方向から来る悪いやつは丑と寅が合体した

ようなものだと説明すると、よく分かってもらえるのです。そうしますと今度は、その反

対側に未 申というのがあるわけですね。黄色にしていますが、その反対側にあるこの黄
ひつじさる

色の意味何だか分かる？ と小学生に質問します。そこまでいくと大体みんな気がつくよ

うです。鬼が出てきて、サル・トリ・イヌ、『桃太郎』のお供だ、と。彼らは割と早く気
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がつきます。丑寅に対抗する桃太郎の家来はサル・トリ・イヌで、ちょうど反対側にある

動物をぶつけることによって、鬼を退治するという意味を持たせていると言うと、それは

分かりやすいのですね。本当か嘘か分かりませんが、しかし、図式的にはこうなっている

のですから。こういう話をすると、導入としては非常によく分かってもらえる。それぞれ

の方角とか時刻とかに意味があるんだということが、ここで大体分かってもらえるのです。

それで、今回説明した小学生は非常にレベルが高い小学生だったようでして、後で次

のような質問がありました。じゃあ『桃太郎』の桃にも意味があるのかって聞いてきたの

ですね。その質問は、私、全く想定していませんでした。しかし、桃には霊力があるとい

うことを、中国の孫悟空が食べた西王母の桃のこととか、日本でもイザナギ・イザナミの

神話の中で、追い掛けてくるやつに対して桃の種を投げて追い払うことを例にして話しま

した。桃というのも、そういうある種の鬼を追い払う霊力があったと考えられていたから、

桃太郎なんじゃないかというふうに説明するわけですね。この次からそれも説明に加えよ

うかと思っています。そんなこんなで、古典の場合には、いろんなものに意味があるとい

うことを、まずは知ってもらうようにしています。

研究の基本

スライド２【研究の基本】

そこから研究の基本に入っていきます。一応、国文研ですので、国文研の紹介も必要で

しょう。われわれの研究の基本というのは、物を集めて比べて考えること。これは単純な

ことですが、重要なことだと思います。文系理系に関わらず、ともかく研究というのはこ

れなのですよと伝えれば、それもよく分かってもらえます。たくさんのものを集めて、そ

れぞれを丁寧に比べてみると必ず違いがあるわけです。そして、その違いを見ることによ

って、何で違うのか、あるいは何で一緒なのかという、その理由を考える。そうしてまた、

もう少し別のものを集めてみようとなる。それがぐるぐる回って研究のサイクルができて

いるのです。国文研は、この集めることと集めたものを研究者の皆さんに提供するという

ことを仕事にしているんだという説明をして、仕事の中身をちょっと分かってもらえるよ

うにしています。これも久保木さんと同じなのですが、大体基本的にはクイズ形式です。

こっちから一方的に説明しても、なかなか聞いてもらえませんので、クイズ形式でいきま

す。

比べてみよう
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じゃあ比べるというのはどういうことか。集めて比べるというのは。これ何か分かる？

というふうに言うと、これもすぐ答えるのですね。

スライド３【比べみよう】

『平家物語』だといって、すぐ手が挙がったり、手を挙げなくてもわあってみんなが言

う。私はいつも展示室でのギャラリートークのときの大人対象にもやっています。そのと

きは紙に印刷したものをお配りしています。「これなんだかお分かりですか」というかた

ちでお見せすると、どの方も平家だって分かる。「じゃあどちらを読まれていますか」っ

て聞きますと、これも左なのですね。つまり、漢字とカタカナで書かれたもののほうを読

んで、「祇園精舎ノ鐘ノ声……」、ああ、『平家物語』だと思う。小学生もそう答えます。

当たり前なのですが、くずし字読めないわけですね。

これはどちらも古活字版で 17 世紀初頭、ほぼ同時期に出されています。しかし、小学
生にしても、大人もそうなのですが、『平家物語』というのは一つしかないと思っている

わけです。そこで、同じ時代に同じ印刷物で両方出ていることの意味を考えないといけな

いということを説明します。ではなんでこの二つが出ているかということが問題になるわ

けです。『平家物語』も一つじゃないのですから、たくさん集めてきて比べてみると、漢

字のものもあるし、ひらがなのものもある。どうしてそういうことが起こるのか考えてい

こうというのが、先ほどの、集める、比べる、考えるというところにつながっていくだろ

うと思っているのです。

では、この二つの違いは何かと聞くと、これもすぐに答えがいくつも返ってくるのです

が、そのあたりは簡単に済ませます。左側の、漢字とカタカナで書かれている方にはは周

りに囲い、匡 郭があります。右はひらがなで書かれていて、囲いがありません。この点
きようかく

も違っています。大人だとここからまた少し、細かい匡郭の有無のという話に入っていく。

子どもの場合、一応そういうことがあるということをおさえておきます。

表記の違い

ここで私、大体、これは大人も子どもも一緒なのですが、当時の在り方としてはひら
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がなのほうが簡単だったはずだという説明をします。いきなり漢字の学習からは入らない

わけです。子どもは、ひらがなをまず学習して、それから漢字に進んだはずです。つまり

漢字が先に読めてひらがなを後から勉強するという勉強の仕方は多分なかったはずなので

す。とすると、本来は当時の人たちにとっては、右のひらがなの方が易しい書き方をして

いて、左の漢字カタカナ交じりの方が難しかったはずなのです。ところが、今のわれわれ

は子どもにしても大人にしても、もう既に左側でしかこの文字は読めないわけです。です

から、それはなぜかということを少し説明します。それは、明治以降、あるいは戦後まで

含めた国の教育が非常に優れていたからというふうに考えざるを得ないのです。日本国民

のほぼ全ての人が左側の漢字をほぼ全て読むことができるというような教育体制をつくっ

てきた。これはもう江戸にはその淵源があるのですが、基本的には戦後、近代ですね。明

治以降の日本の教育が非常に優れていた。でも、その弊害として、本当は易しかったはず

のくずしたひらがなを、われわれは読めなくなってしまったという話をします。小学生に

も話しますが、よく分かってくれます。

本のかたちが持つ意味

次に、わざわざ本をこうして並べているわけですから、この形そのものに意味があると

いうところに入っていきます。

スライド４【本の姿にも意味がある】

私はいつも、そこへ来ている人たちに二つだけ覚えて帰ってくださいという言い方をし

ます。それは本の大きさ小ささ。それと中にどの文字種で書いてあるか、先ほど触れた表

記ですね。その 2 点さえ見ておけば、大体日本の古い本のことは分かると説明しています。
これも最初に申し上げたように単純化しますので、大きいほうが上、小さいほうが下だと

言います。これはどう考えたって、紙をたくさん潤沢に使えるほうが身分の高い人たちで

あったわけで、身分の低い人たちは同じようには貴重な紙を使えなかったはずでしょう。

また、大事なことは大きな紙に書き、つまらないことは小さな紙に書いたはずです。つま

り、本にも身分があるのです。身分制社会においては全てのものに身分があって、そして、

本の場合、大きいか小さいかで基本的には分かりますとお話しします。そこでこの現物が

効いてくるわけですね。

先ほど久保木さんのお話にもありましたように、中国の本は、木簡・竹簡から始まり
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ました。それがそのまま、紙に置き換わっていくわけですが、すぐに冊子本が出てくるわ

けではありません。糊だけでで製本出来るこういうもの。つまり、くるくると簀巻きのよ

うに巻かれた簡牘の状態のものを、そのまま再現するようなかたちで巻子本というのはで

きてきました。その後に冊子本というのがだんだん出てくるのだという話に入ってきます。

漢文で書かれることの意味

次に、もう一つ。今度は本の中にどういう文字が書かれているかということを見てほし

いのです。そのときに使うのがこの『解体新書』です。『解体新書』といえば、この最初

の巻の扉の部分が、どの教科書にも必ず出ています。これを見ると、誰もが『解体新書』

だと思うわけです。また、ほかの図版があるとしても、大体解剖図のところが出ています。

ですから、本文は見たことがない人がほとんどなのです、実は。これは先ほど久保木さん

から配られた配布物を見て、してやったりと思ったのですが、この神奈川県立図書館にあ

る貴重書という冊子の 8 ページに『解体新書』の説明が書かれています。そこに日本語に
訳したって書いています。多くの辞書もそう書いてあります。では、ということで『解体

新書』の本文を見てもらいます。

ここにおられる方は皆さんご存じでしょうが、『解体新書』の本文は、すべて漢文で書

かれています。杉田玄白や前野良沢たちが、苦労に苦労を重ねて一生懸命訳したのですが、

その苦労して訳したものが漢文なのです。このことは日本文化においては、非常に大きな

意味があるわけです。きちんとした学問として成立するものは漢字でなくてはならないの

です。仮にひらがなで訳していたら、当時の医者たちは誰もこんなもの見向きもしなかっ

たのではないでしょうか。当然、中国の医学も、これは蘭学ですけど、それぞれの国に関

わる漢方の医学書も、基本的には全て漢字・漢文で書かれています。ですから、漢字であ

るということが第一義的に重要であるということは、この『解体新書』を見ていただけれ

ば分かるわけです。

おかげさまで、われわれとしてはもう一苦労いるのです。漢文を読まなくてはならない

からです。オランダ語を日本語に訳して、さらに漢文に訳してるように見えるのですが、

しかし、当時の人たち、特にこのレベルの知識人は漢文を自由に扱えますし、その素養が

必要だったというのが非常によく分かる本なのです。しかも、大本ですから、本としても

それなりの大きさを持っているわけです。

ひらがなで書かれた古典籍の大きさ

これは展示に使った『源氏物語』です。列帖装の六つ半桝形本です。鎌倉以前は大体、

これが標準的な『源氏物語』の姿だったと考えられるわけです。しかも、小さな本で、し

かも、中全部、ひらがなです。そうすると、これは平安時代の人から見れば、ある種、つ

まらない本だったということになります。中古の人がいると怒られそうな話なのですが、

でもそうだろうと。冊子、草子なのですよね。結局、草子である。全部ひらがなで書かれ

た絵入の『金々先生栄花夢』も、子どもの読みものとはとても言えないのですが、しかし、

やはり当時の序列で言えば、一番下の層の本です。
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つまり、『源氏物語』と『金々先生栄花夢』とは、ある意味つながっているという話を

します。どこの展覧会へ行ったとしても、日本の古い本を見た場合には、先ほど示した大

原則さえ分かっていれば、その本の大体位の置付けは分かりますからという話をしていま

す。そういう意味での単純化なのですね。ですから、やはり、この『解体新書』は最強で

す。しかも、現物は触っていただけるような安価なものではありませんので、この複製は

おすすめです。いくらでも触っていただけます。

昨年 9 月に、烏犀圓という佐賀の薬屋さんの蔵書に関するシンポジウムをしたのですが、
うさいえん

そこでも発表することがあって、そのときもこれを回したのです。やはり中の文章が漢文

ということを知らないですね。みんな日本語に訳したというふうに思っていますので、そ

このところは盲点なわけです。

これで本の話は終わりです。これで日本の本のことは分かるわけですから、これを覚え

て帰って下さいということで終わります。

くずし字を読んでみよう

次はくずし字です。これを見せます（スライド「くずし字を読んでみよう！」）。今日は

皆さんにハンドアウトとして最初にお配りしましたが、これは当日はお土産として持って

帰ってもらうものです。レジュメは終わった後に配ります。ですから、この話をしている

間は小学生たちは何も資料を持っていません、手元には。それはなぜかというと、こうい

うクイズを出したかったからで、先に見ていると分かっちゃいますから。ぱっとこれを出

して読める？ というふうに聞きます。そうすると、これもいつも大体そうなのですが、

必ずすぐに読んでしまいます。そういう経験があるので、私は手加減しないほうがいいだ

ろうと思っているのです。『百人一首』だからという理由もあるのですが、それでもこれ

を読んでしまうのです。

読める字は例えば、最初の「こ」。次は絶対読めないわけですね、小学生は。次の

「す」は読めるかもしれない。でも、「て」はちょっと難しいですね。パズルなのですね。

「こ」、何とか、「す」、何とか、何とか、何とか。最後に「しか」がある。「ひとしれ」

というのが 3 行目に見えますね。それをパパパッと彼らは組み合わせて、もうこれは『百
人一首』の「恋すてふ」の歌だというのは分かってしまうというのが恐ろしいところでも

あるし、しかし、今後一番期待したいところでもあります。今、漫画の『ちはやふる』な

どの影響もあって、なおさらそういうことが起こっているのかもしれませんが、こういう

ものを出しても必ず読みます。

立川に移転して来たときの最初の子ども見学デーのときも『百人一首』をやりました。

そのときも、これではないのですが、別の小倉色紙を見せました。『百人一首』をしに来

ている子どもたちですから当たり前といえば当たり前なのですが、読んでしまうのです。

これはこういう歌だと解答を見せるわけですが、もう解答見せるまでもないというのは、

今説明申し上げたとおりです。それくらい読んでくれます。

これを使うのはもう一つ先が実はあるからです（スライド「徳川家康も勉強してい

た！！」）。これは全て徳川美術館が持っているもので、大変有名なものですけど、定家筆

といわれる小倉色紙と、それを徳川家康が模写したものが残っています。徳川家康模写は 2
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種類残っていまして、こんなきれいな紙じゃないものに書いたものと、こういう金泥の下

絵のあるものと二つあります。一つは多分下書きで、きれいな紙の方が清書だと思われま

す。徳川家康もこうやってちゃんと写して勉強していたのですよ、ということをまたそこ

で説明します。これも字を比べれば、丁寧に模写しているということは、字を読めなくて

も分かりますから、それでよく分かってもらえるようです。

今回面白かったのは、どっちの字がいい字だと思う？ と聞いたら、意外なことに、

家康のほうがいい字だというのですね。小学生のほとんどがそうでした。ちょっと意外

でした。僕は定家のほうがいいと思うけど、われわれは心の目が曇っているのか。これ

も本当に定家かどうかという微妙なラインがあるわけですから、小学生はひょっとした

らそれを見抜いて真筆である家康のほうが良くて、偽筆である定家はやっぱり駄目だと

思った可能性もあるかなとか、ちょっとドキッとしました。でも、口をそろえて家康の

ほうがいいって言ってたのは意外でした。

おわりに

述べてきましたように、子どもたちは割と真正面から、さっきの『平家物語』もそうで

すし、こういうものもそうですが、ぶつけてもかなり受け止める。むしろ、これは印象な

のですが、大人よりも子どものほうが、「それを読もう」という意識が非常に強いようで

す。大人は初めからこれは読めないというふうに決めてかかっていますので、一字も読も

うとしないのです。展示室の「和書のさまざま」や「書物で見る日本古典文学史」のギャ

ラリートークをしているのですが、去年近隣の中学生を対象にしたことがあります。5 ク
ラスぐらいに入れ替わり立ち替わり、ひとクラスずつギャラリートークをしたのですが、

必ず読もうとするのです。それで、読める字は口に出して読みます。「こ」「す」「ふ」と

か読んでいこうとするのですね。そういう子は必ずいます。そういうところに興味を持た

せるためにも、こういうものを手加減なしにバンバンぶつけていくというのも一つのやり

方ではないでしょうか。易しいところから解説していくことも大事だと思うのですが、短

い時間でインパクトを与えるためには、こういう荒療治的なものもあっていいかなという

のが私の印象です。

もうこれで私のミニ講義はほぼ終わりです。あとは質問コーナーです。あとはその日

の様子をご覧に入れます。プレゼンはミニマムなので、私はいつもこれだけを持って行き

ます。当日もこの iPad でした。これが当日、この本を並べていた様子です。これは田中
大士先生が最初の説明をしているところ。先ほど申しましたが、先生お二人でしたか、校

長先生と担任の先生を含めて全部で 44 人のかたがたがこうやって椅子に座っています。
それで資料を配らなかったもう一つの理由は、当日、椅子だけだと聞いていましたので手

に資料を持ってもらうと、多分、そっちに気が散って全然前を見てくれないだろうと思い

まして、スライドだけで説明しようと考えてやってみました。これは先ほどの漢字と本の

大きさの説明をした後に、この『解体新書』を列ごとに配って、それを今、見ているとこ

ろです。絵のところしか見たことがなく、本文を見たことないので、どういうふうに書か

れているかというのも大変に熱心に見ています。これは終わった後ですが、先ほど申しま

したように、これ全部レプリカですので触ってもらって全然構いませんので、どんどん触
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ってもらいます。やはり、久保木さんと全く同じなのですが、巻子本に興味津々なのです

ね。一番身近にない本ですので。それを巻いたり閉じたりということを喜んでやっていま

す。

終わった後に、それぞれの字母とか、それがどういう字かということを聞いてくる子が

いたので、それを今、あれが「す」の字で、字母がこれこれだという説明をしているとこ

ろです。ですから、そういう意味でも食い付きは非常にいいと思っています。この学校は

かなり優秀な学校だろうと思われますので、全てがそういうふうにはいかないのですが、

今まで小中高向けのギャラリートークやミニ講義をしましたけれど、今日説明したような

傾向はあるだろうと思います。

こういう感じでやりましたという実践報告でした。では、私の報告はこれで終わりとい

たします。どうもありがとうございました。


